幼児の運動あそびにおけるアクトグラムによる歩数の特徴 by 森 奈緒美
幼児の運動あそびにおける
アクトグラムによる歩数の特徴
森 奈緒美
Abstract
The purpose of this study was to assess the step-rate of pedometer during the
physical activities in kindergarten children while playing.
For 28 kindergarten children (5.4±0.3yr), the step-rate in physical activities
while playing was simultaneously measured using the actogram method. Five differ-
ent types of physical play programs (balance beam, the short rope play (indoors), the
short rope play (outdoors), free play, length rope jumping ) were used for the experi-
ment.
The following results were obtained in this study.
１）The average step-rate was 34.1 steps/minute in balance beam, 66.4 steps/min-
ute in the short rope play (indoors), 63.4 steps/minute in the short rope play (out-
doors), 35.7 steps/ minute in free play, and 30.2 steps/ minute in length rope jump-
ing, respectively.
２）The average step-rate of the short rope play ( indoors ) was the highest in the
five physical exercises, and it was higher for the statistical significance than balance
beam, free play and length rope jumping (p<0.001).
３）The intensity of physical activity of boys was higher for the statistical signifi-
cance than that of girls for step-rate in balance beam, short rope play, free play and
total physical play periods (p<0.05).
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４）There was respectively the correlation between step-rate of the free play and step
-rate in the other four kinds of the physical activities.
５）The coefficient of variation of step-rate in the free play was 71.7%.
The above facts indicated that it was important to devise a curriculum by tak-
ing the differences of teaching materials, sex and individuals into consideration.
１．緒 言
幼児教育において、幼児の自発的な活動としてのあそびは、心身の調和
のとれた発達の基礎を培う重要な学習である１）２）。
幼児期には、著しく発達する身体諸機能を、運動としてのあそびを通し
て十分に行うことにより、更に発達が促されていく３）。運動あそびは、幼児
期の発育発達促進刺激として欠くことができないものである３）。幼児の発
育発達段階に応じた適正な運動量と運動強度に配慮した運動あそびのカリ
キュラムを工夫することが必要不可欠である３）４）５）。
各種運動あそびにおける運動強度と運動量を把握することは、幼児教育
のカリキュラムを作成する上で貴重な資料となる。そこで、簡便な計器で
ある歩数計を用いることによって運動強度と運動量を明らかにすれば、教
育現場に有効な資料を提供できる６）７）。
歩数を経時的に記録するアクトグラム法８）９）１０）１１）１２）では、運動強度と運動
量を同時に捉えることができる。つまり、運動強度を表す分当り歩数と運
動量を表す総歩数が、時間経過に伴ってグラフ化され、視覚的にも容易に
理解できる。
本研究は、幼児の運動あそびの活動の様子を、アクトグラム法を用い
て、対象とする幼児全員について同時に記録し、アクトグラムによる歩数
からみた運動あそびの特徴を明らかにすることを目的とした。
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２．方 法
１．期日
２００４年５月に実施した。
２．対象
埼玉県 H幼稚園５歳児年長組における幼児２８名を対象にした。
男女の内訳は、男児１４名、女児１４名であった。２８名の幼児の年齢、身長、
体重の平均値と標準偏差は、年齢が５．４±０．３歳、身長が１０９．６±４．４cm、体
重が１９．３±２．９kgであった。
３．運動あそびの活動内容
１）活動内容の記録
観察法により活動内容を記録した。また、活動内容をビデオカメラで撮
影し、再生することにより観察法による活動内容の記録と照合した。
２）活動内容
主な活動は、準備運動（室内）、平均台あそび（室内）、短縄あそび（室
内）、戸外へ移動、短縄あそび（戸外）、長縄跳び（戸外）、場所の交替（戸
外にて）、自由あそび（戸外）、室内へ移動、後片付け（室内）であった。
３）運動あそびの内容
平均台あそびは、教師が室内に準備した、平均台、はしご、跳び箱の用
具を組み合わせて行った。幼児は順番に一人ずつ、低い位置からの上りの
はしごを渡り、次に直角に方向を変えて平均台を渡り、さらに高い位置の
上りのはしごをはって移動した。最後に跳び箱の上に立ち、高い所から飛
び降りるあそびを行った。その間、教師が補助を行い、安全に配慮して
行った。
男児１４名が平均台あそびを先に行い、その後女児１４名が行った。所要時
間は、男女それぞれ１０分間であった。男児が平均台あそびを行っている
間、女児は短縄あそびを行った。女児が平均台あそびを行っている間、男
児は短縄あそびを行った。
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短縄あそび（室内）は、一人ずつ自分用の短縄を持ち、できるだけ続け
て跳べるように行った。短縄跳びで１回旋１跳躍が上手な幼児は、連続し
て１０回以上跳んだ。上手くできない幼児も、縄を回して１回ずつジャンプ
して縄を越える練習を繰り返した。女児１４名が先に行い、その後男児１４名
が行った。所要時間は、男女それぞれ１０分間であった。
短縄あそび（戸外）は、短縄あそび（室内）と同じ内容であった。男児
と女児は同時に行った。所要時間は、９分間であった。
長縄跳び（戸外）は、教師２名が長縄を回し、幼児一人が跳んで行った。
跳ぶ回数は１０回ほどであったが、跳ぶ連続回数も幼児によって若干個人差
があった。一人が跳んでいる間、他の幼児は一列に並んで順番を待った。
一人当たり３回行った。女児１４名が先に行い、その後男児１４名が行った。
所要時間は、男女それぞれ１２分間であった。
自由あそび（戸外）の内容は、砂あそび、うんてい、三輪車、ブランコ
などであった。女児は主に、砂あそび、うんていなどのあそびをしてい
た。男児は、活発に走り回ったり、三輪車で遊んでいた。男児が自由あそ
びを行っている間、女児が長縄跳び（戸外）をした。自由あそびの所要時
間は、男女それぞれ１２分間であった。
４．運動あそびの総歩数と分当り歩数
アクトコーダ（YAGAMI製、YH-1）を幼児の腰部に装着し、歩数カウン
トを３０秒ごとに測定した１０）１１）１２）。測定時間は、園内の運動あそびの活動に
おける準備運動から後片づけまでの７４分間であった。総歩数から運動量
を、分当り歩数（歩／分）から運動強度を求めた。
３．結 果
１．運動あそびにおけるアクトグラム
図１は、運動あそびにおけるアクトグラムによる分当り歩数の経時変化
を表したものである。図中の上部が男児１４名の平均、下部が女児１４名の平
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均の結果を表している。x軸は、時間の経過を示している。y軸は、分当り
歩数を示し、運動強度を表している。黒い部分と斜線で囲った部分の境界
線が平均を表し、斜線で囲った部分は標準偏差を表している。黒い部分の
面積は、総歩数を示し、運動量を表している。
準備運動が０分から６分までの６分間、男児の平均台あそびと女児の短
縄あそび（室内）が６分から１６分までの１０分間、男児の短縄あそび（室内）
図１．運動あそびにおけるアクトグラム
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と女児の平均台あそびが１６分から２６分までの１０分間、戸外へ移動が２６分か
ら２９分までの３分間、短縄あそび（戸外）が２９分から３８分までの９分間、
男児の自由あそびと女児の長縄跳びが３８分から５０分までの１２分間、場所の
交替が５０分から５１分までの１分間、男児の長縄跳びと女児の自由あそびが
５１分から６３分までの１２分間、室内へ移動が６３分から６８分までの５分間、後
片付けが６８分から７４分までの６分間であった。
図中のアクトグラムの様相より、男児、女児ともに、短縄あそびの分当
り歩数が多く、平均台あそびの分当り歩数が少なかった。
２．運動あそびにおける活動内容ごとの歩数と男女差
表１には、運動あそびにおける男女別の活動内容ごとの分当り歩数と総
歩数の平均と標準偏差を表した。また、男女の分当り歩数と総歩数の平均
の差を検定した結果も示した。
表中の各種運動あそびの分当り歩数の平均は、平均台あそびが、男３８．５
歩／分、女２９．６歩／分であり、短縄あそび（室内）が、男７５．２歩／分、女
５７．５歩／分であり、短縄あそび（戸外）が、男６６．６歩／分、女６０．２歩／分で
あり、自由あそびが、男４３．７歩／分、女２７．２歩／分であり、長縄跳びが、男
２９．９歩／分、女３０．５歩／分であった。
表中の各種運動あそびの総歩数の平均は、平均台あそびが、男３８４．９歩、
女２９６．４歩であり、短縄あそび（室内）が、男７５２．３歩、女５７５．２歩であり、
短縄あそび（戸外）が、男５９９．５歩、女５４１．６歩であり、自由あそびが、男
５２４．０歩、女３２６．５歩であり、長縄跳びが、男３５８．１歩、女３６６．６歩であった。
総歩数と分当り歩数の平均に男女差が有意に認められた運動あそびは、平
均台あそび（p＜０．０５）、短縄あそび（室内）（p＜０．０５）、自由あそび（p＜
０．０５）、運動あそびの活動全体（p＜０．０５）であり、それらは全て、男児の方
が女児より有意に歩数が多かった。男児の女児に対する歩数の多い割合
は、平均台あそびが３０．１％、短縄あそびが３０．８％、自由あそびが６０．７％、運
動あそびの活動全体が２２．８％であった。
７４分間の運動あそびの活動全体における分当り歩数の平均は、男４９．０歩
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／分、女３９．９歩／分、男女４４．４歩／分であった。７４分間の運動あそびの活
動全体における総歩数の平均は、男３６４７．５歩、女２９７３．６歩、男女３３１０．５歩
であった。
３．運動あそびにおける分当り歩数と総歩数
図２は、運動あそびにおける分当り歩数の平均と標準偏差を示したもの
表１．運動あそびにおける歩数と男女差
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である。
運動強度を分当り歩数からみると、平均台あそび（１０分間）が３４．１±
１０．６歩／分（変動係数３１．１％）、短縄あそび（室内）が６６．４±１９．７歩／分
（変動係数２９．７％）、短縄あそび（戸外）が６３．４±１４．４歩／分（変動係数
２２．７％）、自由あそびが３５．７±２５．６歩／分（変動係数７１．７％）、長縄跳びが
３０．２±５．９歩／分（変動係数１９．５％）であった。
図２．運動あそびにおける分当り歩数の平均と標準偏差
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短縄あそび（室内）の分当り歩数の値は、運動あそびの中で最も高かっ
た。短縄あそび（室内）と短縄あそび（戸外）の両者の分当り歩数の値に
有意差はなかった。短縄あそび（室内）と短縄あそび（戸外）の両者の分
当り歩数の値は、平均台あそび、自由あそび、長縄跳びに比べて、統計的
に有意に多いことが認められた（p＜０．００１）。
図中には示してないが、運動あそびにおける運動量を総歩数からみる
と、平均台あそび（１０分間）が３４０．７±１０５．５歩、短縄あそび（室内）（１０分
間）が６６３．８±１９６．５歩、短縄あそび（戸外）（９分間）が５７０．５±１２９．５歩、
自由あそび（１２分間）が４２５．３±２１７．１歩、長縄跳び（１２分間）が３６２．４±
７１．３歩であった。
４．自由あそびと他の運動あそびにおける分当り歩数の関係
図３は、自由あそびと他の４種類の運動あそびにおける分当り歩数の関
係を示したものである。
自由あそびの分当り歩数は、短縄あそび（室内）の分当り歩数との間
に、r＝０．５７０の統計的に有意な相関が認められた（p＜０．００１）。
自由あそびの分当り歩数は、短縄あそび（戸外）の分当り歩数との間
に、r＝０．４５６の統計的に有意な相関が認められた（p＜０．００１）。
自由あそびの分当り歩数は、平均台あそびの分当り歩数との間に、r＝
０．６９６の統計的に有意な相関が認められた（p＜０．００１）。
自由あそびの分当り歩数は、長縄跳びの分当り歩数との間に、r＝０．４９０
の統計的に有意な相関が認められた（p＜０．００１）。
自由あそびの分当り歩数と他の４種類の運動あそびにおける分当り歩数
との間には有意な相関が認められた。
４．考 察
１．運動あそびの歩数
歩数の分析には、総歩数と分当り歩数の両面から検討することが望まし
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い。総歩数については、時間条件を一定にして比較することが必要である
が、本研究では５種類の運動あそびの時間の長さが同じではないので、運
動あそびの歩数を、主に、分当り歩数（歩／分）から考察した。
２．運動あそびの歩数の教材差
幼児の運動あそびにおける、分当り歩数を検討した先行研究によると、
勝部ら１３）の報告では、平均台あそびが男４５．６歩／分、女３９．５歩／分、縄跳
びが男１０２．８歩／分、女１０１．３歩／分、三輪車こぎが男５２．３歩／分、女２８．３
図３．自由あそびと他の４種類の運動あそびにおける分当り歩数の関係
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歩／分である。また石河ら５）の報告では、男女５、６歳児を対象として、砂
遊びが３３．５歩／分、ブランコ（一人こぎ）が５９．１歩／分、跳び箱（とびのり
・とびおり）が１２７．８歩／分、平均台（立ち前歩き）が７１．１歩／分、三輪車
こぎが４０．３歩／分、縄跳び（前跳び）が６５．３歩／分である。
本研究の幼児の運動あそびにおける歩数（歩／分）の平均は、短縄あそ
び（室内）が６６．４歩／分で最も多く、次いで、短縄あそび（戸外）が６３．４歩
／分、それらの約半分の値が、長縄跳びの３０．２歩／分、平均台あそびの
３４．１歩／分、および、砂遊び、ブランコ（一人こぎ）、三輪車こぎなどを含
む自由あそびの３５．７歩／分であった。
本研究の短縄あそびの歩数６６．４歩／分（室内）と６３．４歩／分（戸外）は、
石河ら５）の研究結果の６３．４歩／分と値がほぼ一致していた。短縄あそびで
は、一人が１本ずつの短縄を持って運動する場合は約６３歩／分前後の値に
なる。
本研究の平均台あそびの３４．１歩／分は、勝部ら１３）による先行研究の、男
４５．６歩／分、女３９．５歩／分よりも、若干少ないかほぼ同程度の値であり、
石河ら８）による先行研究の７１．１歩／分よりは約半分くらい少ない値であっ
た。平均台あそびでは、平均台の用具の数に対する幼児の人数によって所
要時間に対する実動時間の占める割合が異なるため、分当り歩数も異なる
といえる。
幼児の運動あそびの種類には、すべり台、鉄棒などの固定施設を用いる
運動あそび、縄跳びなどの用具を操作する操作系の運動あそび、おにごっ
こなどの走運動が多く含まれる移動系の運動あそびなどがある。それらの
分当り歩数については、すべり台（すわりすべり）が５９．１歩／分、鉄棒（前
回り）が４３．４歩／分の報告がある５）。おにごっこ（手つなぎおに）が１４４．３
歩／分、ボールあそび（キャッチボール）が８０．８歩／分の報告がある５）。操
作系の運動あそびでは、先述したように本研究の短縄あそびの歩数が６６．４
歩／分（室内）、６３．４歩／分（戸外）、石河ら５）の報告が６３．４歩／分であ
る。固定施設を用いる運動あそびは、分当り歩数が比較的少なく、移動系
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の運動あそびは、分当り歩数が比較的多くなっている。操作系の運動あそ
びの分当り歩数は、移動系の運動あそびの半数以下といえる。
３．運動あそびの歩数の男女差
宮丸ら４）による、幼児における歩数の男女差の報告では、幼稚園の通常
保育活動における分当り歩数の平均は、男児が２３．１歩／分であり、女児の
１８．１歩／分より２７．６％多く、統計的にも有意に多い（p＜０．００１）ことを明
らかにしている。また、１２種類の運動あそびを平均した分当り歩数も、男
児の５６．２歩／分は、女児の４３．２歩／分より３０．１％多く、統計的にも有意に
多い（p＜０．００１）ことを明らかにしている４）。
本研究の運動あそびの活動全体における分当り歩数の平均も、男児の
４９．０歩／分が、女児の３９．９歩／分より２２．８％多く、統計的にも有意に多い
結果であった（p＜０．０５）。
これらのことから、幼稚園の通常保育活動や運動あそびにおける歩数
（歩／分）は、男児の方が女児よりも有意に多いことを示している。
分当り歩数の平均に男女差があれば、分当り歩数と運動時間の積となる
総歩数にも男女差が認められることになる。本研究の７４分間の運動あそび
における総歩数は、男児の３６４７．５歩が、女児の２９７３．６歩よりも２２．７％多
く、統計的に有意に多い（p＜０．０５）。総歩数からみた運動量にも男女差が
あるといえる。
４．運動あそびの歩数の個人差
本研究では同年齢の幼児を対象にしているが、その中には１年ほどの年
齢差があり、発育の個人差がある。身長は１０３．０cmから１１２．６cmまでの範
囲にあり約１０cmの差が認められ、体重は１６．０kgから２３．５kgまで範囲にあ
り７．５kgの差があった。変動係数で見ると、年齢が５．６％、身長が４．０％、体
重は１５．０％であった。体重の個人差が、年齢や身長の個人差に比べて大き
かった。
運動あそびの歩数の個人差を分当り歩数の変動係数からみると、平均台
あそびが３１．１％、短縄あそび（室内）が２９．７％、短縄あそび（戸外）が
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２２．７％、自由あそびが７１．７％、長縄跳びが１９．５％であった。長縄跳びの歩
数の個人差が最も小さく、自由あそびの歩数の個人差が最も大きかった。
長縄跳びの歩数の個人差が最も小さかった理由は、一人が縄の中に入り同
じ回数だけ跳び、跳ばない場合は順番を待つような一斉指導の形態による
ことが影響していると推察される。自由あそびの歩数の個人差が最も大き
かった理由は、自由あそびのなかで砂あそびやブランコなどのあそびをし
ている幼児の歩数が少なく、活発に走り回っている幼児の歩数が多いと推
察されるからである。
分当り歩数の個人差が最も大きかった自由あそびとの関係を、平均台あ
そび、短縄あそび（室内）、短縄あそび（戸外）、長縄跳びについて検討し
た（図３）。自由あそびの歩数（歩／分）と他の４種類の運動あそびにおけ
る歩数（歩／分）との間にはそれぞれ相関が認められた（p＜０．００１）。自由
あそびにおいて歩数の多い幼児は、他の４種類の運動あそびにおいても歩
数が多くなるといえる。
これらのことから、年齢、身長、体重の個人差よりも、運動あそびの歩
数の個人差の方が大きかった。また、活発に動く幼児とあまり動かない幼
児の間に歩数の個人差があるといえるが、平均台あそびや長縄跳びのよう
に集団で行い一斉指導の形態による場合には、歩数の個人差が小さくな
る。一方、短縄あそびのように個人でそれぞれが行う場合は歩数の個人差
が顕われ、自由あそびのように運動内容を個人が選択する場合はさらに歩
数の個人差が大きくなるといえる。
５．結 論
本研究の目的は、アクトグラムによる幼児の運動あそびにおける歩数の
特徴を明らかにすることであった。２８名の幼児を対象として、運動あそび
における分当り歩数を経時的に測定した。運動あそびは、平均台あそび、
短縄あそび（室内）、短縄あそび（戸外）、自由あそび、および長縄跳びの
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５種類であった。
その結果、以下のことが明らかになった。
１）幼児の運動あそびにおける運動強度を歩数（歩／分）の平均からみ
ると、平均台あそびが３４．１歩／分、短縄あそび（室内）が６６．４歩／分、
短縄あそび（戸外）が６３．４歩／分、自由あそびが３５．７歩／分、長縄跳び
が３０．２歩／分であった。
２）幼児の運動あそびにおける歩数（歩／分）は、男児が女児に比べ
て、統計的に有意に多かった（p＜０．０５）。男児の女児に対する割合
［（男－女）／女×１００（％）］は、平均台あそびが３０．１％、短縄あそび
が３０．８％、自由あそびが６０．７％、運動あそびの活動全体が２２．８％で
あった。
３）短縄あそび（室内）の歩数（歩／分）は、運動あそびの中で最も多
く、平均台あそび、自由あそび、長縄跳びに比べて約２倍多く、統計
的に有意に多かった（p＜０．００１）。
４）自由あそびの歩数（歩／分）と他の４種類の運動あそびにおける歩
数（歩／分）との間にはそれぞれ相関が認められた（p＜０．００１）。自由
あそびの歩数の多い幼児はいずれの運動あそびにおいても歩数が多
かった。
５）自由あそびの歩数（歩／分）の変動係数は７１．７％であり、個人差が
大きかった。
以上のことから、本研究で検討した５種類の運動あそびにおける分当り
歩数からみた運動強度には、約２倍以上の教材差、約２０％の男女差、変動
係数にして最大７０％の個人差があることを考慮に入れて、幼児教育の指導
計画を工夫する重要性が示唆された。
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